
２. 集 会 案 内
〇礼拝前祈祷会 １０：１５ 於：礼拝堂前⽅
〇礼拝堂お掃除 礼拝後
〇礼拝委員会 礼拝後 於：礼拝堂前⽅
〇７⽉役員会 １２：００ 於：礼拝堂＆Ｓｋｙｐｅ
〇７⽉１８⽇（⼟）お庭の⽊の剪定作業
※聖書研究・祈祷会は休会中です。それぞれの場にあって祈
りの⽇々をお送りください。
聖書 (旧約聖書)ダニエル書２：２５〜４６(聖書⽇課・⽊曜⽇)

今⽉の
祈り

• コロナウイルスに感染された⽅々のご快復と、感染症の
⼀⽇も早い終息のために。医療従事者の⽅々のために。

• 教会の伝道活動のために。
• 各委員会活動のために。
• 教会学校のために。
• ⼟地・建物資⾦返済献⾦(年間⽬標額: １００万円)をお
ささげ出来ますように。

• 教区祈りのカレンダーより祈る教会：鶴川シオン幼稚園
本⽥栄⼀園⻑、創⽴1956年。

２０２１年７⽉１１⽇<聖霊降臨節第８主⽇
>

No.
22450(15)

年主題 「恵みを数えつつ歩む教会」
１.礼 拝 順 序

司式 役 員
奏楽 加藤牧師

前 奏

招 詞

「キリスト・イエスは、罪⼈を救うために世に来られ
た」という⾔葉は真実であり、そのまま受け⼊れるに値
します。わたしは、その罪⼈の中で最たる者です。しか
し、わたしが憐れみを受けたのは、キリスト・イエスが
まずそのわたしに限りない忍耐をお⽰しになり、わたし
がこの⽅を信じて永遠の命を得ようとしている⼈々の⼿
本となるためでした。

（テモテへの⼿紙⼀１:１５〜１６）

○ 讃 美 歌 ⼀編２４７番（次ページ）
○ 主の祈り （次ページ）

○ 交 読 ⽂ 10 詩編32篇（別冊交読⽂p.10、⼀編交読⽂
p.8）

〇 信仰告⽩ 使徒信条（次ページ）

聖 書 マタイによる福⾳書１８:１０〜１４(新約
p.35)

祈 祷
説 教 ｢⼩さなものを軽んじないように｣
祈 祷 加藤眞⾐⼦牧師

〇 讃 美 歌 21-４５１番（⼆編１６７番）１〜４節
奉 献
讃 美 歌 21-６５-２番（⼀編５４８番）
報 告

〇 頌 栄 21-２９番（⼀編５４４番）
〇 祝 祷 加藤眞⾐⼦牧師
後 奏

○次週主⽇礼拝７⽉１８⽇(⽇)１０時半
聖霊降臨節第９主⽇
「キリストが今ここにいらっしゃる」
マタイによる福⾳書１８：１５〜２０ /加藤眞⾐⼦牧師
司式：役員 奏楽：オルガニスト
招詞・詩編１３３：１〜３ 交読⽂・４２ マタイ伝６章
讃美歌・⼀編５３７、⼀編２２７、21-２９
〇バイブルクラス ９：３０〜１０：１０ 於：教育館
〇礼拝前祈祷会 １０：１５ 於：礼拝堂前⽅
〇礼拝堂お掃除＆⼤掃除（教育館など）
〇教会学校 １５時 メッセージ：加藤牧師
ヨハネによる福⾳書１１：１〜２７
教会学校はこの⽇を区切りに、夏休みに⼊ります。
夏休み中の８⽉２２⽇(⽇)⼣⽅から「ＣＳ⼣涼み会」を開
催する予定です。（感染者数の様⼦を⾒ながら決定します)
普段ＣＳにいらしていない皆さまも歓迎いたします。



【主の祈り】
天にまします我らの⽗よ。
願わくは御名（みな）をあがめさせたまえ。
御国（みくに）を来たらせたまえ。
みこころの天になるごとく、
地にもなさせたまえ。
我らの⽇⽤（にちよう）の糧（かて）を
今⽇も与えたまえ。
我らに罪を犯すものを我らが赦（ゆる）すごとく、
我らの罪をも赦したまえ。
我らを試（こころ）みにあわせず、
悪より救いいだしたまえ。
国と⼒と栄えとは、
限りなく汝（なんじ）のものなればなり。
アーメン。

【使徒信条（しとしんじょう）】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊（せいれい）によりてやどり、処女(おとめ)マ
リヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、死にて葬られ、陰府(よみ)にくだり、

三日目に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、全能の
父なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、

生ける者と死ねる者とを審（さば）きたまわん。

我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪
の赦し(ゆるし)、身体（からだ）のよみがえり、永遠(と
こしえ)の生命(いのち)を信ず。 アーメン。

【夏期特別献⾦をおささげしましょ
う】
主の恵みに感謝して、夏期特別献⾦を献げま
しょう。⽬標：30万円 期間：8/29まで
⽉定献⾦袋か、受付の献⾦袋をご利⽤ください。
郵便振替もご利⽤いただけます。
00130-0-386025 (当座：〇⼀九店 386025)
⽇本基督教団花⼩⾦井教会

讃美歌⼀編２４７番
１．檻をはなれ、こころのまま、さまよう⽺とわれはなりぬ、
親にさかろう⼦のごとくに、恵みを忘れて家をすてぬ。

２．わがかいぬし、主イエス君は、岩⼭、荒野を洩れずたずね、
飢えつかれし こひつじをば、いたわり抱きてかえりたもう。

３．そのみめぐみ、いかにふかき、仇よりわが⾝をあがない来て、
檻にかえし、朝なゆうなに、はぐくませたもう そのうれしさ。

４．われは今⽇より なれし庭に、過ぎにし⽉⽇を うちわすれて、
⽗のおしえ かしこみつつ、楽しくわが世を おくらまほし。
アーメン


